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会議録 

会議の名称  令和４年度 第１回 西東京市地域福祉計画策定・普及推進委員会 

開 催 日 時 令和４年４月 28日（木)19時から 

開 催 場 所 田無第二庁舎４階会議室２・３ 

出 席 者 伊藤委員（副委員長）、小倉委員、篠宮委員、小口委員、佐藤委員、 

新野委員、米本委員、本波委員 

議 題 （１）第５期西東京市地域福祉計画策定スケジュール（案）について 

（２）西東京市保健福祉審議会答申について（報告） 

（３）その他 

会議資料の 

名 称 

次第 

資 料 １ 第５期西東京市地域福祉計画策定スケジュール（案） 

資料２－１ 第５期西東京市地域福祉計画策定に係る諮問審議経過 

資料２－２ 第５期西東京市地域福祉計画を策定するにあたっての基本

的な考え方について（答申） 

資料２－３ 重層的支援体制整備事業について 

資料２－４ 地域福祉コーディネーターについて 

資料２－５ 成年後見制度利用促進基本計画について 

資料２－６ 再犯防止推進計画について 

参考資料１ 西東京市地域福祉計画策定・普及推進委員会名簿 

参考資料２ 第４期西東京市地域福祉計画（概要版） 

参考資料３ 地域福祉計画策定について（国通知抜粋） 

記 録 方 法  □全文記録 ■発言者の発言内容ごとの要点記録 □会議内容の要点記録 

会議内容 

■開会 

定足数を満たしているため、会議成立。傍聴希望なし。 

 

■議題（１）第５期西東京市地域福祉計画策定スケジュール（案）について 

事務局から、資料を基に説明。 

【主な意見】 

〇委員 

 業者の選定が適正に行われるよう、仕様書の内容等をよく精査して欲しい。 

〇委員 

社会福祉協議会の地域福祉活動計画については、地域福祉計画の内容と整合性を図りな

がら策定を進めていきたい。 

〇委員 

地区懇談会については、市民の声が幅広く集まるよう、開催方法を工夫して欲しい。 

〇委員 

 アンケート調査結果の集計内容を掲載する際、回答者のプロフィールを付けないと、結

果だけを並べたかたちになってしまう。 

 また、意見交換の場を設ける際も、対象者が少ないと一部の意見にしかならない。 

 一歩進んだ調査項目になるよう、検討して欲しい。 
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〇委員 

 アンケート調査の実施に当たっては、前回調査との比較も必要になってくる。 

 また、地区懇談会については、同じ人だけが出てくることにならないよう、新しい人を

呼ぶ工夫が求められる。 

〇委員 

 アンケート調査を配布するだけでは多くの回答を集めることが難しい。例えば、学生に

協力してもらい、対面でのインタビューも行ってはどうか。 

〇委員 

 有効な回答を得るために、質問内容を工夫する必要がある。 

 

■議題（２）西東京市保健福祉審議会答申について（報告） 

事務局から、資料を基に説明。 

【主な意見】 

（資料２－２） 

〇委員 

 各家庭の問題解決能力、自助力をどう高めていくかが大切だと思う。 

〇委員 

 その中で、重層的支援体制整備事業の取組も重要になってくる。 

〇委員 

 コロナ禍で経済的な問題もある。どのように問題解決能力を上げていくか、重層的支援

体制整備事業の取組は重要である。 

〇委員 

 答申内容を踏まえ、具体的な検討を今後の委員会の中で行われたい。 

 

（資料２－５） 

〇委員 

 自己破産や判断能力の低下等により、成年後見制度の利用が必要なケースが多い。その

ような中、成年後見人の報酬費用に係る助成に注目している。 

〇委員 

後見人支援とあるが、コロナ禍により、後見人が入所等している被後見人と面会できず、

意思決定に支障が出ている状況がある。また、市民後見人の育成はどうなっているか。 

〇委員 

 市民後見人の養成については、社会福祉協議会でも行っている。 

 

（資料２－６） 

〇委員 

 市としても、再犯防止の観点から司法ソーシャルワーカーの養成や支援を考えてみても

よいのでは。 
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〇委員 

 住居確保と就労支援がないと、生活が落ち着かず、再犯につながりやすくなる。 

 最近の少年の犯罪傾向として、特殊詐欺に関するものが多くなっている。 

犯罪の背景には、家庭環境等様々の要因があるが生活の安定が再犯の予防につながる。 

自信をもつことも大切であり、そのために就労支援も必要。保護司等、周りに支える人

がたくさん必要だが、受け入れてくれる職場（協力雇用主）が少ないのが課題。 

 

■議題（３）その他 

〇事務局 

次回は、アンケート調査を行う秋口頃の開催を予定。 

その他、必要な調整を委員長・副委員長と事務局とで行っていく。 

 

■閉会 

 


